
平
素
は
、
霜
仁
会
の
先
生
方

に
は
、
ご
指
導
や
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
度
、
山
口
大
学
医
学
部

附
属
病
院
の
病
院
長
と
し
て
再

選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
再
任
の

ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 こ
の
度
、 ３
期
目
の
病
院
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
29
年
に
病
院
長
を
拝
命

し
て
以
来
、
新
病
棟
の
建
設
、

病
院
経
営
、
特
定
機
能
病
院
と

し
て
の
機
能
強
化
、 研
究
推
進
、

人
材
育
成
、
社
会
貢
献
に
つ
い

て
、
着
実
に
成

果
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。
し
か

し
、
昨
年
２
月

か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ

て
状
況
は
一
変

し
ま
し
た
。
入

院
・
外
来
患
者

数
や
手
術
数
は

激
減
し
病
院
の

経
営
は
大
き
い

打
撃
を
受
け
ま

し
た
。
私
は
、

病
院
経
営
・
運

営
の
経
験
お
よ

び
行
政
と
の
間

に
築
い
た
信
頼

関
係
を
生
か
し
、
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
一
層
心
血
を

注
ぐ
覚
悟
で
す
。
患
者
さ
ん
が

安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
、
医
療
従
事
者

が
安
全
に
働
け
る
よ
う
に
環
境

を
整
え
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
県

内
唯
一
の
特
定
機
能
病
院
と
し

て
、
高
度
医
療
を
提
供
し
、

﹁
最
後
の
砦
﹂
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
病
院
の
経
営

や
運
営
に
尽
力
し
ま
す
。
教
職

員
や
学
生
が
自
分
の
仕
事
に
や

り
甲
斐
を
感
じ
、
本
院
で
学
び

働
く
事
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う

な
、
活
気
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な

大
学
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
共
存
下
に

お
け
る
病
院
の
経
営
は
、
ど
の

よ
う
に
な
る
か
、
い
ま
だ
見
通

せ
な
い
状
況
で
す
。
現
在
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
高
度

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
が
必
要

で
す
。
昨
年
４
月
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
チ
ー

ム
で
あ
る
Y
U
M
ECO
を
中
心

に
、
水
際
対
策
の
強
化
、
院
内

PCR検
査
体
制
の
整
備
等
を
行

い
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
受

診
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
医

療
従
事
者
が
安
全
に
働
け
る
よ

う
に
、
院
内
感
染
の
防
止
と
患

者
さ
ん
及
び
医
療
従
事
者
の
安

全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
が
出
て

一
刻
も
早
く
元
の
日
常
に
戻
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

新
病
棟
は
、
無
事
に
令
和
元

年
の
６
月
24
日
に
開
院
し
、
現

在
、 順
調
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

新
病
棟
の
建
設
後
も
、
引
き
続

き
２
０
２
５
年
ま
で
Ｂ
棟
︵
第

１
病
棟
︶
や
Ｃ
棟
︵
外
来
棟
︶

の
改
修
な
ど
病
院
再
開
発
整
備

事
業
を
実
施
し
病
院
機
能
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
既
存
建
物
が

老
朽
化
・
狭
窮
化
し
て
い
る
な

か
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
再
開
発
整
備
事
業
に
よ

り
こ
れ
ま
で
以
上
に
診
療
の
高

度
化
、
専
門
化
お
よ
び
患
者
か

ら
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ

り
、
感
染
対
策
や
公
衆
衛
生
に

関
す
る
専
門
家
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
医
療
従
事
者
へ
の
専
門
的

な
教
育
研
修
や
学
生
へ
の
早
期

教
育
だ
け
で
な
く
、
介
護
施
設

等
の
職
員
へ
の
基
本
的
な
教
育

研
修
や
県
民
へ
の
教
育
・
啓
蒙

も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
に
お

け
る
多
く
の
分
野
で
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
遅
れ
も
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。
医
療
分
野
に
お
い

て
は
、
医
療
者
間
の
日
常
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
情
報

共
有
の
推
進
︵
地
域
医
療
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
改
善
・

強
化
︶
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
・
ビ
デ
オ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
患
者
診
療
記

録
の
共
有
 ・ 相
互
利
用
の
促
進
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
シ
ス
テ
ム
等

に
よ
る
遠
隔
診
療
支
援
な
ど
、

地
域
医
療
連
携
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
の
基
盤
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
行
政
と
の
緊
密
な
連
携
が

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
日
の
我
が
国
に
お
け
る
ア

カ
デ
ミ
ア
に
は
、
技
術
等
の
進

展
が
も
た
ら
す
社
会
 Society

5.0を
念
頭
に
置
い
た
研
究
の

改
革
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
私

は
、
平
成
30
年
に
設
置
し
た
A
I

シ
ス
テ
ム
医
学
・
医
療
研
究
教

育
セ
ン
タ
ー
︵
A
ISM
EC︶
を

中
心
に
、
A
Iを
用
い
た
医
療

デ
ー
タ
解
析
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

等
の
開
発
を
進
め
る
と
同
時
に
、

未
来
の
情
報
医
学
を
担
う
人
材

の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
医
師
不
足
や
高
齢
化
・
過

疎
化
が
進
む
山
口
県
に
お
い
て
、

地
域
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
、

A
Iを
用
い
た
医
療
デ
ー
タ
解

析
に
よ
っ
て
早
期
発
見
、
正
確

な
診
断
を
可
能
に
す
る
先
進
的

医
療
サ
ー
ビ
ス
︵
臨
床
意
思
決

定
支
援
シ
ス
テ
ム
︶
の
提
供
を

目
指
し
ま
す
︵
地
域
密
着
型

A
Iホ
ス
ピ
タ
ル
構
想
︶
。

第292号（１）令和３年４月 霜仁会会報

第292号
令和３年４月発行

霜仁会事務局 TEL : 0 8 3 6－2 2－2 0 2 9
FAX : 0 8 3 6－3 1－7 5 8 6

印刷所 瞬報社オフリン印刷㈱

E－m a i l : j i m u @ s o u j i n k a i . j p
H P : h t t p : / / s o u j i n k a i . j p /

発 行 人   福 本 陽 平
山口大学医学部

医
学
部
附
属
病
院
長

再
任
の
ご
挨
拶

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長

杉
 
野
 
法
 
広



山
口
県
に
残
る
医
師
の
確
保

に
努
め
ま
す
。
本
院
の
医
療
人

育
成
セ
ン
タ
ー
の
研
修
医
・
専

門
医
支
援
部
門
と
山
口
県
行

政
、
医
師
会
や
関
連
病
院
と
の

連
携
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
山
口
大
学
専
門
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
登
録
者
 ︵
入
局
者
︶ は
、

昨
年
度
が
54
名
、
今
年
度
︵
令

和
２
年
12
月
時
点
︶
は
55
名
で

す
。
さ
ら
な
る
入
局
者
数
の
増

加
に
努
め
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
、
各
診
療
科

や
多
職
種
か
ら
構
成
さ
れ
る

様
々
な
部
門
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
も
と
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
医
学
部
附
属
病
院

だ
け
で
な
く
、
山
口
大
学
の
発

展
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
霜
仁
会
の
先

生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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令
和
２
年
12
月
18
日
︵
金
︶

19
時
よ
り
霜
仁
会
医
学
交
流
会

館
３
階
に
お
い
て
24
名
の
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

︻
報
告
事
項
︼

１
．11
月
20
日
︵
金
︶

霜
仁
会
賞
運
営
委
員
会

︵
山
本
︵
健
︶
︶

２
．12
月
18
日
︵
金
︶

白
衣
着
衣
式

︵
福
本
︶

︻
審
議
事
項
︼

１
．監
事
１
名
及
び
支
部
代
議

員
１
名
選
挙
の
今
後
の
日
程

に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通

り
日
程
が
承
認
さ
れ
た
。

︵
白
澤
︶

２
．国
際
留
学
生
奨
学
金
の
貸

与
に
つ
い
て
審
議
し
、
神
経

解
剖
学
講
座
の
T
A
RIF

A
BUM
D M
A
M
UN︵
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
︶
及
び
器
官
病

態
内
科
学
講
座
の
CH
A
N
G

YA
OW
EI︵
中
国
︶
の
２
人

に
貸
与
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

︵
藤
岡
︶

３
．溝
口
高
弘
先
生
及
び
今
釜

崇
先
生
２
人
の
２
号
会
員
入

会
が
承
認
さ
れ
た
。︵

白
澤
︶

４
．検
査
セ
ン
タ
ー
職
員
１
名

の
体
調
不
良
に
よ
る
休
暇
期

間
中
の
パ
ー
ト
職
員
募
集
が

承
認
さ
れ
た
。

︵
河
野
︶

５
．第
１
回
霜
仁
会
学
術
振
興

賞
選
考
委
員
会
の
出
席
予
定

者
を
確
認
し
た
。

令
和
３
年
１
月
15
日
︵
金
︶

19
時
よ
り
霜
仁
会
医
学
交
流
会

館
３
階
に
お
い
て
25
名
の
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

︻
報
告
事
項
︼

１
．１
月
６
日
︵
水
︶

第
１
回
霜
仁
会
学
術
振
興
賞

選
考
委
員
会︵

山
本
︵
健
︶
︶

２
．そ
の
他

●
  

前
回
承
認
さ
れ
た
国
際
奨

学
生
２
名
の
う
ち
CH
A
N
G

YA
OW
EI︵
中
国
︶
１
名
か

ら
奨
学
金
の
辞
退
が
あ
っ
た
。

●
  

杉
野
附
属
病
院
長
が
再
選

さ
れ
た
。
︵
３
期
目
︶

︻
審
議
事
項
︼

１
．霜
仁
会
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
と
し
て
、
若
松
隆
史
先

生
︵
昭
56
年
卒
︶
と
松
山
豪

泰
先
生
︵
昭
56
年
卒
︶
が
承

認
さ
れ
た
。

︵
白
澤
︶

２
．検
査
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
職

員
と
し
て
、
藤
野
緑
さ
ん
を

１
月
か
ら
採
用
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。

︵
河
野
︶

３
．令
和
４
年
度
霜
仁
会
総
会

は
、
５
月
15
日
︵
日
︶
に
開

催
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

︵
白
澤
︶

４
．社
会
活
動
部
門
賞
選
考
委

員
会
、
学
術
振
興
賞
最
終
選

考
委
員
会
の
出
席
予
定
者
を

確
認
し
た
。

理

事

会

報

告

第
６

回

理

事

会

第
７
回

理

事

会

平
成
17
年
８
月
に
５
代
目
の

消
化
器
内
科
学
講
座
︵
第
一
内

科
︶
教
授
を
拝
命
し
、
本
年
３

月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
定
年
退

職
致
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
山

口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

長
・
医
学
部
長
、
山
口
大
学
難

治
性
疾
患
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
研
究
拠
点
長
、先
進
科
学
 ・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ

ー
再
生
・
細
胞
治
療
研
究
セ
ン

タ
ー
長
等
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

昭
和
59
年
に
山
口
大
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
第
一
内
科
学
講

座
に
入
局
し
ま
し
た
。
大
学
院

に
す
ぐ
に
進
学
し
、
お
昼
は
研

修
医
で
夜
は
大
学
院
生
 ︵研
究
︶

と
言
う
二
足
の
わ
ら
じ
の
大
変

で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
卒
後
４
年
目

の
独
身
で
の
ア
メ
リ
カ
留
学
は

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

も
の
で
し
た
。
多
層
性
社
会
に

お
け
る
多
様
性
の
重
要
性
と
、

あ
ら
ゆ
る
意
味
で
結
果
を
出
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
何
よ
り
生
き
抜
く
力
を
学
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
研
究
の
一
つ
の
柱

と
し
て
行
っ
た
の
は
、
﹁
自
己

骨
髄
細
胞
を
用
い
た
肝
臓
再
生

療
法
﹂
で
す
が
、
再
生
医
療
の

﹁
国
家
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

に
採
用
さ
れ
基
礎
研
究
か
ら
臨

床
応
用
 ︵
第
三
相
治
験
︶ ま
で
、

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
過
程
で
科
学
だ
け
で

な
く
、
再
生
医
療
に
使
用
す
る

細
胞
培
養
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の

開
発
や
細
胞
品
質
を
管
理
す
る

細
胞
培
養
師
の
育
成
に
も
携
わ

れ
る
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
２

０
１
９
年
に
﹁
N
ature﹂
誌
に

紹
介
さ
れ
た
の
は
光
栄
の
極
み

で
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代

か
ら
行
っ
て
き
た
肝
細
胞
内
鉄

代
謝
を
臨
床
治
療
に
応
用
し
た

鉄
キ
レ
ー
ト
剤
に
よ
る
肝
細
胞

癌
治
療
成
績
が
、
New
 Eng-

land Journal of M
edicineに
掲

載
さ
れ
た
こ
と
も
人
生
に
お
い

て
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
し
た
。

２
つ
と
も
ま
だ
ま
だ
改
良
・
発

展
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

何
か
１
つ
の
区
切
り
ま
で
は
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
患
者
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
新
規
治
療
法
の
開

発
に
邁
進
で
き
た
こ
と
は
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
あ

り
、
こ
れ
も
熱
意
溢
れ
る
教
室

員
や
同
門
や
霜
仁
会
の
先
生
方

の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
不
可
能
と
思
わ
れ
た

こ
と
も
、
高
い
志
と
日
々
の
努

力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
可
能

に
な
る
こ
と
を
、
草
莽
崛
起
し

た
教
室
員
が
示
し
て
く
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
研
究
を
通
じ
て
、

最
新
教
育
と
先
端
医
療
の
実
践

を
行
う
こ
と
で
、
時
代
や
環
境

が
変
わ
っ
て
も
生
き
抜
く
知
恵

と
決
断
力
の
あ
る
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ

の
成
果
は
、
時
が
判
断
し
て
く

れ
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後

の
山
口
大
学
医
学
部
、
霜
仁
会

の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
、

私
の
感
謝
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

消
化
器
内
科
学
講
座

坂
井
田
 
 
 
功

退
任
挨
拶



第292号（３）令和３年４月 霜仁会会報

本
日
は
、
御
多
忙
の
中
、
私

た
ち
医
学
科
四
年
生
の
た
め
に

多
く
の
先
生
方
、
ま
た
職
員
の

皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

白
衣
に
袖
を
通
す
こ
と
で
、

医
療
人
と
な
る
こ
と
を
志
す
者

と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
と
共

に
、
そ
の
責
任
と
使
命
の
重
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
医
療
人

と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
私
た
ち
の
決
意
と
し
て
、

誓
い
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
つ
、
患
者
さ
ん
の
意
志
を
組

み
取
り
、
尊
重
し
、
自
ら
の
生

涯
を
人
道
の
た
め
に
捧
げ
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
。

一
つ
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き

た
医
学
的
知
識
が
実
臨
床
の
場

で
ど
う
反
映
し
て
い
る
の
か
自

分
の
目
で
見
て
学
ぶ
と
共
に
、

謙
虚
な
姿
勢
で
向
上
心
を
以
て

学
び
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

一
つ
、
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な

る
先
生
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
が
患
者
さ
ん
に
向
き
合
う

姿
に
着
目
し
、
自
分
の
理
想
と

す
る
医
師
像
を
描
く
こ
と
、
そ

し
て
指
導
し
て
下
さ
る
全
て
の

方
へ
感
謝
し
続
け
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
。

一
つ
、
本
日
こ
の
白
衣
着
衣
式

で
実
感
し
た
医
療
人
と
な
る
こ

と
の
責
任
と
使
命
の
重
さ
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
日
々
の
実
習
を

真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い

ま
す
。

以
上
頂
い
た
白
衣
の
責
任
と

使
命
を
胸
に
、
日
々
精
進
し
て

参
り
ま
す
。

︵
集
合
写
真
は
Ｐ
14
に
掲
載
︶

学
内
報
告

白
衣
着
衣
式
謝
辞
・
宣
誓

医
学
科
 
四
年
総
代
 
飯
 
田
 
美
 
里

原
著
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
た
び
拙
稿
が
ト
ッ
プ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
で
あ
る
The New
 Eng-

land 
Journal 
of 
M
edicine

︵
NEJM
︶
に
受
理
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
論
文
は
“Visible Intestinal

Peristalsis in a Neonate.”と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
IM
A
GES IN

CLINICA
L M
EDICINE部
門

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
︵
Okada

S. Hasegaw
a S. N Engl J M
ed

2021;384:e1︶
。
NEJM
の
IM
-

A
GES IN CLINICA
L M
EDI-

CINEは
、
日
常
臨
床
で
経
験

す
る
典
型
的
な
所
見
の
ほ
か
、

思
い
が
け
ず
遭
遇
し
た
は
っ
と

目
を
引
く
画
像
︵
事
象
︶
に
つ

い
て
概
説
し
た
教
育
コ
ン
テ
ン

ツ
で
す
。

さ
て
、
本
報
告
症
例
は
在
胎

28
週
・
体
重
１
，
０
２
４
ｇ
で

出
生
し
た
品
胎
第
３
子
で
、
生

後
ま
も
な
く
胎
便
関
連
性
腸
閉

塞
︵
m
econium
 related ileus:

M
RI︶
を
発
症
し
ま
し
た
。

NEJM
に
は
そ
の
際
に
み
ら
れ

た
腸
蠕
動
不
穏
︵
intestinal

peristalsis︶
の
様
子
を
ビ
デ
オ

イ
メ
ー
ジ
で
報
告
い
た
し
ま
し

た
。
M
RIは
早
産
児
や
低
出
生

体
重
児
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
pre-

m
ature babyに
お
い
て
胎
便

排
泄
が
遅
延
し
た
際
に
生
じ
ま

す
。
と
き
と
し
て
壊
死
性
腸
炎

を
続
発
し
、
最
悪
の
場
合
死
に

至
る
重
篤
な
疾
患
で
す
。
M
RI

に
お
け
る
腸
蠕
動
不
穏
は
教
科

書
的
に
有
名
な
所
見
で
す
が
、

個
人
的
に
は
初
め
て
の
経
験
で

あ
り
、
そ
の
様
に
衝
撃
を
覚
え

ま
し
た
。
児
は
危
機
的
状
態
で

し
た
が
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
が
総

力
を
挙
げ
て
治
療
に
あ
た
り
、

ガ
ス
ト
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ン
を
用
い

た
高
圧
浣
腸
が
奏
功
し
ま
し
た
。

胎
便
が
排
泄
さ
れ
、
腹
部
の
皮

膚
色
が
み
る
み
る
改
善
し
て
い

っ
た
際
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
で
共

有
し
た
感
動
は
、
い
ま
で
も
あ

り
あ
り
と
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。

臨
床
写
真
 ︵clinical picture︶

は
臨
床
推
論
の
dual process

theoryに
お
け
る
直
感
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
非
常
に
有
用
な
ツ
ー

ル
で
あ
り
、 N
EJM
、 Lancet、

BM
Jな
ど
多
く
の
ト
ッ
プ
ジ

ャ
ー
ナ
ル
が
投
稿
を
受
け
つ
け

て
い
ま
す
。
本
校
卒
業
生
の
忽

那
賢
志
先
生
︵
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
 
国
際
感
染
症

セ
ン
タ
ー
︶
も
clinical picture

の
重
要
性
を
唱
え
ら
れ
て
お
り
、

２
０
１
８
年
に
日
本
臨
床
写
真

学
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
学

術
誌
の
Im
age部
門
は
初
期
研

修
医
や
専
攻
医
の
先
生
方
で
も

取
り
組
み
や
す
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
若
手
の
先
生
方
は
経
験

症
例
を
ど
ん
ど
ん
投
稿
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
こ
の
た
び
寄
稿
の

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
霜
仁
会
会
報
編
集
委
員
の
先

生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
よ
り
一
層
臨
床
お
よ
び

研
究
に
尽
力
し
、
霜
仁
会
の
先

生
方
の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
御
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

総合周産期母子医療センター（小児科）スタッフ一同（後列左端が著者）

︱
胎
便
関
連
性
腸
閉
塞
に
お
け
る
腸
蠕
動
不
穏
︱

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー︵
小
児
科
︶ 

助
教
 
岡�

�

田�

清�
�

吾�

︵
平
20
年
卒
︶

論
文
掲
載
報
告

N Engl J M
ed
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こ
の
度
は
伝
統
あ
る
山
口
大

学
医
学
会
中
村
賞
を
賜
り
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
山
口
大

学
医
学
会
会
長
の
篠
田
晃
先

生
、
選
考
委
員
の
先
生
方
を
は

じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

心
不
全
の
治
療
は
日
進
月
歩

で
す
が
、
そ
の
病
態
は
複
雑
で

あ
り
、
心
負
荷
に
伴
っ
て
心
筋

リ
モ
デ
リ
ン
グ
が
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
を
経
る
の
か
な
ど
、

明
ら
か
に
す
べ
き
基
礎
的
課
題

が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
最
近
の
大
規
模
臨
床

試
験
の
結
果
な
ど
か
ら
、
心
機

能
低
下
に
お
け
る
自
然
炎
症
の

関
与
が
再
び
注
目
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
自
然
炎
症
は
損
傷
組
織

由
来
の
成
分
 ︵
D
A
M
Ps︶ の
認

識
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
ほ

か
、
細
胞
損
傷
が
み
ら
れ
な
い

段
階
に
お
い
て
も
生
じ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
度

の
受
賞
論
文
で
あ
る
Inflam
-

m
ation and N
LRP3 inflam
-

m
asom
e activation initiated

in response to pressure over-

load by CaM
K
II𝛿

signaling

in cardiom
yocytes are es-

sential for adverse cardiac

rem
odeling. ︵
Suetom
i et al.

Circulation 2018︶ で
は
、心
負

荷
に
伴
っ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
調
節

因
子
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
・
カ

ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
依
存
性
キ
ナ
ー

ゼ
が
心
筋
細
胞
内
の
炎
症
遺
伝

子
お
よ
び
N
LRP3イ
ン
フ
ラ

マ
ソ
ー
ム
を
活
性
化
さ
せ
、
そ

の
後
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
等
の

炎
症
性
細
胞
の
心
筋
組
織
内
集

積
や
心
筋
線
維
化
、
慢
性
期
の

心
機
能
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
知

見
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
過

去
に
多
く
の
臨
床
試
験
で
行
わ

れ
た
一
律
な
免
疫
抑
制
の
方
法

論
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
よ

り
選
択
的
な
炎
症
制
御
に
よ
る

心
不
全
の
分
子
標
的
治
療
の
開

発
に
多
少
な
り
と
も
貢
献
で
き

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日

頃
よ
り
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
器
官
病
態
内
科
学
講
座

の
矢
野
雅
文
先
生
、
Univer-

sity of California San Diegoの

Joan Heller Brow
n
先
生
を
は

じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
霜
仁
会
の
先
生
方

に
は
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

﹁
Inflam
m
ation and N
LRP3 inflam
m
asom
e

activation initiated in response to pres-

sure overload by CaM
K
II𝛿

signaling in

cardiom
yocytes are essential for adverse

cardiac rem
odeling.﹂

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
 
器
官
病
態
内
科
学

末�
�

冨�
�

建�
�
�

︵
平
16
年
卒
︶

令
和
元
年
度

山
口
大
学
医
学
会
 
中
村
賞

こ
の
度
は
、
名
誉
あ
る
山
口

大
学
医
学
会
小
西
賞
を
賜
り
、

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
選
考

い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、
関

係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
回
、
受
賞
対
象
と
な
り
ま

し
た
研
究
は
、 U
D
Pグ
ル
ク
ロ

ン
酸
転
移
酵
素
遺
伝
子
多
型
を

判
定
す
る
新
規
の
方
法
に
つ
い

て
発
表
し
た
論
文
で
あ
り
ま
す
。

抗
が
ん
剤
イ
リ
ノ
テ
カ
ン
の
投

与
対
象
と
な
る
患
者
に
対
し
て
、

右
記
遺
伝
子
多
型
を
事
前
に
測

定
す
る
こ
と
で
、
投
与
後
の
副

作
用
発
現
リ
ス
ク
を
予
測
し
、

患
者
に
合
わ
せ
て
副
作
用
を
回

避
す
る
た
め
の
投
与
量
を
決
定

す
る
、
い
わ
ゆ
る
個
別
化
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
ま
す
。
特
に
、
U
GT
1A
1遺

伝
子
に
お
け
る
２
カ
所
の
遺
伝

子
多
型
UGT1A
1*6と
UGT1A
1

*28に
つ
い
て
、
い
ず
れ
か
が
ホ

モ
接
合
型
又
は
い
ず
れ
も
が
ヘ

テ
ロ
接
合
型
で
あ
る
場
合
、

U
GT
1A
1の
酵
素
活
性
や
酵
素

量
が
低
減
さ
れ
、
抗
が
ん
剤
の

不
活
性
化
・
排
出
が
遅
延
さ
れ

る
た
め
、
副
作
用
の
発
現
率
が

高
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

遺
伝
子
多
型
を
測
定
す
る
た

め
に
本
研
究
で
は
、
目
的
塩
基

配
列
の
PCR法
に
よ
る
増
幅
・

蛍
光
標
識
と
DNA
チ
ッ
プ
上
に

固
定
化
さ
れ
た
DNA
プ
ロ
ー
ブ

と
の
特
異
的
ハ
イ
ブ
リ
ダ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
反
応
と
を
組
み
合
わ

せ
た
方
法
を
用
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
チ
ッ
プ
表
面
を
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
様
炭
素
層
に
て
処
理
す

る
こ
と
で
シ
グ
ナ
ル
／
ノ
イ
ズ

比
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
現
行
の
U
GT
1A
1遺
伝

子
多
型
体
外
診
断
に
用
い
ら
れ

て
い
る
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
法
と
比

べ
、
1/140～
1/40倍
の
微
量

な
D
N
A
量
で
遺
伝
子
多
型
を

測
定
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
所

要
時
間
も
従
来
法
と
比
較
し
て

１
・
５
倍
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、 UGT1A
1*6及
び
UGT

1A
1*28を
含
め
た
７
つ
の
遺
伝

子
多
型
に
対
す
る
DNA
プ
ロ
ー

ブ
が
１
枚
の
チ
ッ
プ
に
固
定
化

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
全
て
を

同
時
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

一
塩
基
置
換
だ
け
で
な
く
、
マ

イ
ク
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト
や
一
塩
基

の
挿
入
／
欠
失
も
同
時
に
正
確

に
測
定
で
き
る
世
界
初
の
DNA

チ
ッ
プ
で
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
長
年
に
わ
た
り
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
い

た
岡
正
朗
先
生
︵
山
口
大
学
学

長
︶
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
永
野
浩
昭
先
生

︵
山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
消
化
器
・
腫
瘍
外
科
学
教

授
︶
、
硲
彰
一
先
生
︵
山
口
大

学
医
学
部
先
端
が
ん
治
療
開
発

学
教
授
︶
、
岡
山
直
子
先
生

︵
山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院

検
査
部
︶ に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社
及

び
山
口
県
の
ご
支
援
に
よ
り
、

本
技
術
が
体
外
診
断
用
医
薬
品

と
し
て
上
市
さ
れ
ま
し
た
こ
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

﹁
Rapid and sensitive detection of U
GT
1A
1

polym
orphism
s associated w
ith irinotecan

toxicity by a novel D
N
A
 m
icroarray.﹂

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 
消
化
器
・
腫
瘍
外
科
学

恒�
�

富�
�

亮
 
一

︵
山
口
大
学
農
学
部
 
平
11
年
卒
︶

令
和
元
年
度

山
口
大
学
医
学
会
 
小
西
賞
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当
講
座
は
昭
和
20
年
春
に
山

田
弘
教
授
に
よ
り
開
設
さ
れ
、

そ
れ
以
前
は
微
生
物
学
の
講
義

は
小
沢
政
次
先
生
︵
後
の
本
学

内
科
教
授
︶
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
医
学
部
の
創
設
に
尽
力

し
た
義
祖
父
で
も
あ
る
宇
部
興

産
創
業
者
の
渡
邊
剛
二
氏
も
京

都
帝
国
大
学
医
学
部
で
は
細
菌

学
専
攻
で
し
た
が
、
昭
和
25
年

４
月
に
は
二
代
目
教
授
と
し
て
、

林
良
二
先
生
が
京
大
か
ら
着
任

さ
れ
、
30
年
近
い
在
任
中
に
多

く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
53
年
よ
り
、
吉
井
善
作
教

授
が
第
三
代
目
の
教
授
と
な
ら

れ
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
研
究
を
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
62
年
か
ら
、
第
四
代
の

教
授
に
中
澤
晶
子
先
生
︵
そ
の

後
本
学
監
事
︶
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
中
澤
先
生
は
文
化
勲
章

受
章
者
早
石
修
京
大
教
授
の
薫

陶
を
受
け
、
緑
膿
菌
研
究
で
世

界
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、
当
教

室
着
任
後
は
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー・

ピ
ロ
リ
の
研
究
を
い
ち
早
く
開

始
さ
れ
、
特
に
同
菌
が
強
酸
性

の
胃
の
環
境
で
生
存
す
る
上
で

最
重
要
の
ウ
レ
ア
ー
ゼ
酵
素
遺

伝
子
群
の
転
写
制
御
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
は
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
着
任
し
た
ば
か
り
の
私

が
同
研
究
に
寄
与
で
き
た
こ
と

は
幸
運
で
し
た
。

中
澤
先
生
は
、
私
も
参
加
し

た
日
本
学
術
振
興
会
事
業
﹁
病

原
性
微
生
物
の
ゲ
ノ
ム
解
析
﹂

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
ら
れ
、
我
が

国
の
微
生
物
ゲ
ノ
ム
研
究
は
本

学
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
と
の
共
同
研
究
で

の
欧
米
・
日
本
の
ピ
ロ
リ
株
病

原
性
と
ゲ
ノ
ム
解
析
や
β
ー
ラ

ク
タ
ム
系
抗
菌
薬
耐
性
ピ
ロ
リ

株
の
世
界
初
の
分
離
、
解
析
も

当
講
座
の
成
果
で
す
。

２
０
０
０
年
よ
り
五
代
目
教

授
に
就
任
し
た
白
井
睦
訓
は
本

学
を
卒
業
後
、
東
京
大
学
大
学

院
で
森
亘
教
授
︵
後
に
東
京
大

学
総
長
、
日
本
医
学
会
会
長
、

文
化
勲
章
授
章
者
︶
の
指
導
を

受
け
、
そ
の
後
、
︵
財
︶
癌
研

究
所
レ
ジ
デ
ン
ト
、
東
京
大
学

病
院
、
米
国
留
学
、
香
川
大
学

病
院
な
ど
で
内
科
医
を
続
け
な

が
ら
細
菌
内
毒
素
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
抗
原
の
免
疫
認
識
な
ど
感

染
症
研
究
を
し
て
来
ま
し
た
。

米
国
留
学
中
は
文
部
省
在
外
研

究
員
助
成
を
受
け
国
立
衛
生
研

究
所
︵
N
IH
,N
CI︶
米
国
国
家

公
務
員
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
免

疫
の
世
界
的
権
威
ベ
ル
ゾ
フ
ス

キ
ー
博
士
︵
N
IH
部
門
長
︶
の

指
導
で
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
︵
Ａ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
発
見
者
、
FDA

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
フ
ェ
イ
ン
ス
ト

ン
博
士
と
の
N
S3, N
S5領
域
の

解
明
︶
の
抗
原
ド
メ
イ
ン
構
造

と
抗
原
性
を
世
界
に
先
駆
け
て

解
明
で
き
、
こ
れ
ら
の
成
果
は

多
く
の
欧
米
の
特
許
取
得
に
繋

が
り
診
断
や
治
療
に
利
用
さ
れ
、

現
在
で
も
毎
年
多
額
の
特
許
料

を
米
国
政
府
よ
り
拝
領
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
私
に
引
き
継
が

れ
た
前
述
の
﹁
病
原
性
微
生
物

の
ゲ
ノ
ム
解
析
﹂
JST
事
業
で

は
、
肺
炎
ク
ラ
ミ
ジ
ア
全
ゲ
ノ

ム
︵
我
が
国
の
病
原
菌
全
ゲ
ノ

ム
解
読
第
一
号
︶
や
日
本
紅
斑

熱
リ
ケ
ッ
チ
ア
全
ゲ
ノ
ム
な
ど

多
く
の
病
原
菌
ゲ
ノ
ム
が
解
明

で
き
ま
し
た
。
︵
JST
,文
部
科

学
省
タ
ン
パ
ク
３
０
０
０
事
業
、

国
立
感
染
研
共
同
研
究
事
業
︶

他
に
も
世
界
で
お
酢
造
り
に
利

用
さ
れ
て
い
る
多
種
の
酢
酸
菌

︵
経
産
省
N
IT
Eゲ
ノ
ム
解
析

事
業
、
ミ
ツ
カ
ン
創
業
百
周
年

事
業
、
農
林
水
産
省
 
生
研
機

構
 
新
技
術
・
新
分
野
創
出
推

進
事
業
︶
な
ど
多
く
の
菌
種
の

細
菌
ゲ
ノ
ム
の
解
読
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
な

り
過
去
に
取
り
組
ん
だ
近
紫
外

波
長
LED
光
殺
菌
装
置
︵
文

部
科
学
省
 
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー

創
成
事
業
︶
や
カ
セ
ッ
ト
式
迅

速
肺
炎
診
断
機
器
︵
N
ED
O
大

学
発
事
業
創
出
研
究
開
発
事
業
︶

︵
欧
米
亜
で
多
数
の
特
許
︶
を

新
型
コ
ロ
ナ
殺
菌
や
検
出
に
応

用
で
き
な
い
か
模
索
し
て
お
り

ま
す
。

最
近
の
当
講
座
の
柴
田
講
師

の
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。
近
年

の
研
究
で
は
、
病
原
微
生
物
、

腸
内
細
菌
、
が
ん
組
織
、
自
己

免
疫
疾
患
で
の
慢
性
炎
症
組
織

等
か
ら
産
生
さ
れ
た
様
々
な
代

謝
産
物
が
、
そ

の
病
態
を
制
御

し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ

の
分
子
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
多
く
は

不
明
で
す
。
私

ど
も
は
こ
れ
ま

で
に
、
独
自
に

樹
立
し
た
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
系

と
動
物
モ
デ
ル

を
用
い
て
、
自

己
免
疫
疾
患
、

が
ん
、
創
傷
治

癒
、
感
染
症
の

病
態
を
直
接
制

御
す
る
代
謝
産

物
を
相
次
い
で

同
定
し
て
お
り
ま
す
︵
本
学
拠

点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︶
。
こ

の
研
究
は
、
他
に
追
随
を
許
さ

な
い
独
自
技
術
を
基
盤
と
し
、

直
接
臨
床
応
用
に
つ
な
が
る
候

補
化
合
物
を
既
に
同
定
し
て
お

り
、
代
謝
制
御
と
疾
患
を
繋
ぐ

分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に

し
て
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
臨

床
応
用
研
究
へ
の
発
展
が
期
待

で
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
制

圧
に
繋
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す

︵
左
図
︶
。

私
が
教
室
を
引
き
継
い
で
22

年
と
な
り
、
そ
の
間
、
在
京
国

立
機
関
か
ら
招
聘
を
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本

学
で
は
副
学
長
、
日
本
細
菌
学

会
や
日
本
感
染
症
学
会
な
ど
で

評
議
員
会
議
長
、
理
事
な
ど
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
存

じ
ま
す
。
ま
た
当
講
座
同
門
の

現
教
授
は
東
北
大
学
津
田
教

授
、
島
根
大
学
微
生
物
学
吉
山

裕
規
教
授
︵
本
学
卒
︶
な
ど
10

名
と
な
り
ま
し
た
。

霜
仁
会
の
皆
様
に
は
日
頃
の

ご
支
援
に
感
謝
致
し
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
な
お
一
層
の
ご
厚

情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

︵
同
講
座
教
授
 
白
井
睦
訓
︶

教
室
紹
介

ゲ
ノ
ム
・
機
能
分
子
解
析
学
講
座

︵
微
生
物
学
︶

NEDO
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こ
の
度
は
霜
仁
会
会
報
に
病

院
紹
介
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
頂

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。当

院
は
、
北
は
長
門
市
、
東

は
美
祢
市
に
接
す
る
下
関
市
北

部
の
中
山
間
地
域
に
位
置
す
る

病
院
で
す
。
昭
和
27
年
旧
殿
居

村
、
豊
田
中
村
、
西
市
町
、
豊

田
下
村
、
及
び
豊
田
前
村
の
５

ヵ
町
村
を
以
っ
て
﹁
国
民
健
康

保
険
豊
田
５
ヵ
町
村
組
合
﹂
を

組
織
し
、
豊
浦
中
央
病
院
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
昭
和
27
年

町
村
合
併
に
よ
り
豊
田
町
と
な

り
、
﹁
豊
田
町
国
民
健
康
保
険

豊
田
中
央
病
院
﹂
と
改
称
。
さ

ら
に
平
成
の
大
合
併
で
下
関
市

と
豊
浦
郡
４
町
が
合
併
し
、
平

成
17
年
﹁
下
関
市
立
豊
田
中
央

病
院
﹂
と
改
称
し
現
在
に
至
り

ま
す
。
現
在
の
病
舎
は
平
成
７

年
に
全
面
改
築
し
、
平
成
16
年

に
眼
科
診
療
棟
と
眼
科
病
床
を

増
築
し
て
い
ま
す
。
病
床
数
は

71
床
で
す
が
、
平
成
30
年
４
月

に
病
棟
再
編
を
行
い
、
療
養
病

棟
11
床
を
休
棟
と
し
、
以
後
一

般
病
棟
60
床
︵
地
域
包
括
ケ
ア

病
床
15
床
を
含
む
︶
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
関
市
立

豊
田
中
央
病
院
殿
居
診
療
所
と

下
関
市
立
角
島
診
療
所
を
管
轄

し
て
お
り
、
殿
居
診
療
所
で
は

週
３
日
︵
午
後
の
み
︶
、
角
島

診
療
所
で
は
週
４
日
診
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
事
業

と
し
て
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

標
榜
科
目
は
内
科
・
外
科
・

泌
尿
器
科
・
整
形
外
科
・
脳
神

経
外
科
・
小
児
科
・
眼
科
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
皮
膚

科
で
平
成
31
年
２
月
よ
り
総
合

診
療
科
を
院
内
標
榜
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
１
月
現
在
、
当
院
の

常
勤
医
師
は
内
科
・
総
合
診
療

科
５
名
︵
内
１
名
は
主
に
角
島

診
療
所
診
療
に
従
事
︶
、
眼
科

１
名
で
す
。
山
口
大
学
医
学
部

の
各
講
座
を
中
心
に
多
く
の
先

生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
病

院
理
念
で
あ
る
﹁
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
適
正
な
医

療
の
提
供
﹂
﹁
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

連
携
、
統
合
を
図
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
機
能
﹂
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

対
象
地
域
で
は
人
口
減
少
が

進
ん
で
お
り
、
高
齢
化
率
は
約

50
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
人
口
は
２
０

３
０
年
ま
で
微
増
し
ま
す
が
、

以
後
減
少
に
転
じ
る
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
、
高

齢
化
が
進
む
地
域
に
お
い
て
当

院
の
よ
う
な
地
域
密
着
型
の
病

院
が
担
う
べ
き
役
割
と
し
て
、

高
齢
者
を
中
心
に
肺
炎
や
心
不

全
、
感
染
症
、
骨
折
な
ど
の
一

般
急
性
期
患
者
の
入
院
を
受
け

入
れ
る
﹁
Sub acute機
能
﹂
、

高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
院
で

の
治
療
を
終
え
、
在
宅
復
帰
に

向
け
て
療
養
が
必
要
な
患
者
の

入
院
を
受
け
入
れ
る
﹁
Post

acute機
能
﹂
、
介
護
予
防
お

よ
び
要
介
護
と
な
っ
て
も
在
宅

で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う

適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
す
る
﹁
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
機
能
﹂
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
退

院
支
援
、
日
常
の
療
養
支
援
、

急
変
時
の
対
応
、
看
取
り
対
応

な
ど
各
段
階
に
お
い
て
必
要
な

医
療
を
提
供
す
る
﹁
在
宅
療
養

支
援
機
能
﹂
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
や
行
政
、
福
祉
、
地
域
住

民
と
連
携
、
協
働
す
る
﹁
医
療

介
護
連
携
機
能
﹂
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

平
成
30
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
新
専
門
医
制
度
の
19
番
目
の

基
本
領
域
で
あ
る
総
合
診
療
専

門
医
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
、
山
口
大
学
、
山
口
県
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
下
関
医

療
セ
ン
タ
ー
さ
ら
に
飯
塚
・
頴

田
病
院
と
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
協
力
施
設
と
し
て
専
攻
医
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
山

口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ

き
地
医
療
支
援
部
に
支
援
を
委

託
し
、
﹁
豊
田
発
シ
モ
ノ
セ
キ

キ
ラ
キ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
と

し
て
医
師
だ
け
で
な
く
看
護
師

そ
の
他
多
職
種
を
含
め
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
人
材
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
令
和
２
年
10
月
よ
り
飯

塚
・
頴
田
病
院
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

か
ら
１
名
の
専
攻
医
を
受
け
入

れ
、
常
勤
医
が
１
名
増
え
、
教

育
を
key w
ordと
し
て
医
師

確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
開
催
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
﹁
豊
田
中
央
病
院
と

語
ろ
う
会
﹂
と
題
し
て
、
概
ね

公
民
館
単
位
で
地
域
住
民
の
方

と
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
対
話

を
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
設
け
、

地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
病

院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
猛
威
を
ふ
る
い
ま
だ
ま
だ

終
息
が
み
え
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、 w
ithコ
ロ
ナ
、 post

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
必
要
と

さ
れ
る
病
院
機
能
に
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

病 院 紹 介

病院長

吉  富  崇  浩 先生

下関市立豊田中央病院
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も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
先
輩
や
先

生
な
ど
で
論
理
的
に
物
事
を
考

え
る
こ
と
が
得
意
な
方
々
を
参

考
に
す
る
な
ど
し
て
自
分
を
高

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
緊
張
し
て
し
ま
い
や
す

く
発
表
の
苦
手
な
私
に
と
っ
て

今
回
の
自
己
開
発
コ
ー
ス
は
苦

手
克
服
の
練
習
と
し
て
い
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
発
表
の
場

な
ど
で
感
じ
る
緊
張
を
克
服
す

る
に
は
多
く
の
経
験
が
必
要
だ

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

普
段
の
学
生
生
活
で
は
記
述
の

勉
強
が
や
は
り
多
く
、
発
表
の

機
会
が
与
え
ら
れ
る
の
は
ど
う

し
て
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
面
で
は
今

回
の
自
己
開
発
コ
ー
ス
で
の
発

表
機
会
は
貴
重
で
あ
り
、
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
大
事
に
し
て
次

回
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
学
生
生
活
に
限
ら
ず
学

外
で
の
活
動
で
も
積
極
的
に
人

前
で
緊
張
し
な
い
よ
う
な
練
習

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
自
己

開
発
コ
ー
ス
に
お
い
て
様
々
な

面
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
陳
先

生
、
萩
原
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
高
次
脳
機
能
病
態
学
講
座
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

自
己
開
発
コ
ー
ス
は
今
ま
で
の

大
学
生
活
で
一
番
長
い
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
し
た
が
、
私
に
足
り

て
な
い
能
力
に
つ
い
て
見
つ
め

な
お
し
、
多
く
の
課
題
を
見
つ

け
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
見
つ
け
た
課
題
を
今
後
の

学
生
生
活
で
改
善
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

自
己
開
発
コ
ー
ス
を
終
え
て

医
学
科
 
四
年
 
阿�

賀�

康�
�

平�
�

国
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス

今
回
の
自
己
開
発
コ
ー
ス
で

私
は
本
学
高
次
脳
機
能
病
態
学

講
座
に
て
半
年
間
の
研
究
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

自
己
開
発
コ
ー
ス
は
自
分
で

一
連
の
研
究
を
考
え
行
う
初
め

て
の
機
会
で
し
た
。
初
め
て
本

格
的
な
研
究
に
携
わ
っ
て
、
実

験
設
定
を
緻
密
に
考
え
た
り
、

研
究
内
容
を
ど
の
よ
う
に
ま
と

め
る
か
悩
ん
だ
り
、
難
し
い
課

題
に
何
度
も
直
面
し
ま
し
た
。

そ
の
た
び
に
指
導
教
員
の
方
に

ご
指
導
を
受
け
、
研
究
方
法
の

基
礎
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
研
究
を
進
め
て
い
く
う

え
で
特
に
私
に
備
わ
っ
て
い
な

い
能
力
だ
と
感
じ
た
の
は
、
論

理
的
に
物
事
を
考
え
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
今
回
の
研
究
結
果

を
ま
と
め
る
際
に
、
根
拠
の
な

い
こ
と
を
感
覚
的
に
述
べ
て
し

ま
っ
た
り
、
結
果
か
ら
飛
躍
し

た
結
論
を
導
い
て
し
ま
っ
た
り

し
て
、
お
お
よ
そ
僕
一
人
で
は

研
究
と
呼
べ
る
研
究
と
な
り
え

な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

指
導
教
員
の
陳
先
生
、
萩
原
先

生
に
は
感
謝
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

将
来
研
究
の
道
に
進
む
に
し
て

も
、
臨
床
の
場
で
働
く
に
し
て

も
論
理
的
に
物
事
を
考
え
る
力

は
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
研
究

の
場
に
お
い
て
は
今
回
経
験
し

た
よ
う
に
重
要
で
あ
り
、
臨
床

の
場
に
お
い
て
も
EBM
︵
根

拠
に
基
づ
く
医
療
︶
が
重
要
と

言
わ
れ
て
い
る
今
日
に
お
い
て

患
者
さ
ん
の
治
療
方
針
を
決
定

す
る
際
に
論
理
的
に
考
え
る
力

が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
ゆ
え
に
こ
れ
か
ら
の
学
生

生
活
に
お
い
て
、
私
に
足
り
て

い
な
い
論
理
的
思
考
力
を
養
う

た
め
の
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
自
己
開
発
コ
ー
ス
で
学

ん
だ
こ
と
を
基
盤
に
、
普
段
か

ら
様
々
な
こ
と
に
対
し
論
理
的

に
考
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
は

自
己
開
発
コ
ー
ス
を
終
え
て

医
学
科
 
四
年
 
小�

林�
�
�

由�

衣�

国
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス

私
は
国
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー

ス
に
お
い
て
、
神
経
解
剖
学
講

座
で
半
年
間
研
究
活
動
を
行
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
研

究
室
で
は
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
の

原
因
遺
伝
子
の
関
連
蛋
白
質
で

あ
る
H
A
P1の
神
経
細
胞
保
護

作
用
を
検
討
し
て
お
り
、
私
は

下
垂
体
で
の
H
A
P1の
発
現
パ

タ
ー
ン
や
H
A
P1と
下
垂
体
ホ

ル
モ
ン
と
の
関
係
を
テ
ー
マ
に

研
究
を
行
い
ま
し
た
。
自
己
開

発
コ
ー
ス
で
は
先
生
方
に
ご
指

導
し
て
頂
き
な
が
ら
研
究
の
進

め
方
や
手
技
を
身
に
着
け
る
だ

け
で
は
な
く
、
週
に
１
回
の
研

究
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て

自
身
の
研
究
の
進
捗
状
況
を
発

表
し
た
り
先
生
方
の
研
究
内
容

や
発
表
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
り

す
る
中
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
も
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
研
究
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
１
つ
の
発
見
を
し
て

論
文
を
書
き
上
げ
る
こ
と
の
大

変
さ
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
研
究

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
既

知
の
事
実
を
論
文
や
教
科
書
な

ど
を
通
し
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、
本
コ
ー
ス
で
は
そ
の
課
程

に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
、
１
つ
の

発
見
の
な
か
に
ど
れ
だ
け
の
失

敗
と
ど
れ
だ
け
の
苦
労
が
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
が
身
を
も
っ

て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
に

免
疫
染
色
や
ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ

ッ
ト
な
ど
の
実
験
手
技
を
習
得

し
、
研
究
計
画
を
立
て
て
実
験

を
進
め
て
も
デ
ー
タ
が
安
定
し

な
か
っ
た
り
、
思
い
も
よ
ら
な

い
結
果
が
出
た
り
と
な
か
な
か

う
ま
く
は
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
中

で
も
研
究
を
続
け
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
た
の
は

〝
新
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
〟

と
い
う
気
持
ち
で
す
。
実
験
を

重
ね
て
新
た
な
発
見
を
し
た
時

の
達
成
感
や
理
解
が
進
ん
だ
時

の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
で
、
年

齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
薄
く
な

っ
て
い
た
知
的
好
奇
心
が
刺
激

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
お
忙
し
い
中
、
手

厚
い
ご
指
導
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
神
経
解
剖
学
講
座
の
先

生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
半
年
間
を
振
り
返
る
と
初

め
て
の
研
究
活
動
に
戸
惑
い
、

前
に
進
ま
な
か
っ
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
普
段
机
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
て
は
気
づ
き
得

な
い
 こ
と
が
多
々
あ
り
、
と
て

も
実
り
の
あ
る
期
間
に
な
り
ま

し
た
。
将
来
、
臨
床
に
進
む
学

生
が
多
い
中
で
半
年
間
も
研
究

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
自
由
な
時
間
の
中
で
自
身

を
成
長
さ
せ
た
り
で
き
る
こ
の

自
己
開
発
コ
ー
ス
が
今
後
も
山

口
大
学
医
学
部
医
学
科
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
発
展
し
続
け

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
自
己
開
発
コ

ー
ス
で
得
た
学
び
に
対
す
る
新

た
な
視
点
や
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
こ
こ
で
終
わ
り
に
せ
ず
、
こ

れ
か
ら
の
大
学
生
活
生
か
し
て

い
き
ま
す
。
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現
在
、
山
口
大
学
医
学
部
柔

道
部
の
主
将
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
医
学
科

４
年
の
石
井
貴
大
で
す
。
ク
ラ

ブ
紹
介
と
い
う
貴
重
な
機
会
を

頂
い
た
の
で
柔
道
部
を
代
表
し

て
御
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。私

た
ち
は
現
在
、
６
年
生
２

人
、
５
年
生
３
人
、
４
年
生
２

人
、
３
年
生
４
人
、
２
年
生
３

人
、
そ
し
て
１
年
生
２
人
の
計

16
人
で
す
。
１
年
生
２
人
は
昨

年
12
月
に
入
部
し
て
く
れ
ま
し

た
。
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。 練
習
は
月
曜
日
、 木
曜
日
、

土
曜
日
の
週
３
回
、
武
道
場
で

行
っ
て
い
ま
す
。 練
習
内
容
は
、

柔
道
に
お
い
て
は
怪
我
予
防
の

観
点
か
ら
最
重
要
と
も
言
え
る

ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
、
寝

技
、
立
ち
技
そ
れ
ぞ
れ
の
打
ち

込
み
、
投
げ
込
み
と
い
っ
た
技

の
形
に
重
点
を
置
い
た
練
習
、

そ
し
て
乱
取
り
と
い
う
実
戦
形

式
の
練
習
で
締
め
く
く
り
ま
す
。

体
力
づ
く
り
の
た
め
に
冬
に
は

ラ
ン
ニ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。
他

の
部
活
に
比
べ
る
と
人
数
が
少

な
く
、
ど
う
し
て
も
寂
し
い
練

習
風
景
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
練
習
に
活
気
を
持
た

せ
る
た
め
に
声
出
し
を
積
極
的

に
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

至
極
当
然
の
事
に
思
わ
れ
る
方

も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
少

人
数
部
活
に
と
っ
て
は
こ
れ
が

と
て
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
現

在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
工
学
部
、
本
学

の
柔
道
部
と
合
同
で
練
習
を
行

う
日
も
あ
り
ま
す
。
練
習
内
容

は
同
じ
で
も
練
習
相
手
が
違
え

ば
普
段
と
違
っ
た
刺
激
が
加
わ

り
、
お
互
い
の
成
長
に
プ
ラ
ス

に
働
き
ま
す
。
こ
の
繋
が
り
は

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

練
習
だ
け
で
な
く
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

夏
は
角
島
、
冬
は
ス
キ
ー
場
、

少
人
数
な
ら
で
は
の
機
動
力
を

生
か
し
て
部
員
一
同
全
力
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
全

て
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
今
年
度
の
分
、
来
年
度
に
楽

し
も
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
中
止
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
新
入

生
歓
迎
コ
ン
パ
や
追
い
出
し
コ

ン
パ
で
は
例
年
、
顧
問
で
あ
る

杉
野
院
長
を
始
め
、
多
く
の
OB

の
先
生
方
に
来
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
い
つ
も
私
た
ち
現
役

生
を
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
御

指
導
、
御
支
援
い
た
だ
き
、
部

員
一
同
深
く
感
謝
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。

大
会
成
績
に
関
し
ま
し
て

は
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
九
州
山
口
大
会
、
中

国
四
国
大
会
、
西
日
本
医
科
学

生
大
会
と
い
っ
た
、
例
年
参
加

し
て
い
る
大
会
が
全
て
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年

度
の
勢
い
の
ま
ま
試
合
に
臨
も

う
と
思
っ
た
だ
け
に
、
非
常
に

残
念
で
す
。
来
年
度
は
O
B・

O
Gの
先
輩
方
に
昨
年
度
以
上

の
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に

今
か
ら
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
て

い
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
に
も
負
け
ず
、

部
員
一
同
、
大
会
に
向
け
て
励

ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今

後
と
も
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

柔
道
部
ク
ラ
ブ
紹
介

医
学
科
 
四
年

石
 
井
 
貴�

�

大�
�

自
己
開
発
コ
ー
ス
を
終
え
て

医
学
科
 
四
年
 
黒�

�

田�

千�

佳�

国
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス

私
は
山
口
大
学
医
学
部
器
官

解
剖
学
講
座
に
て
研
究
活
動
を

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

器
官
解
剖
学
講
座
で
は
近
年
医

療
応
用
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て

い
る
分
野
で
あ
る
新
機
能
の
ナ

ノ
粒
子
の
創
生
や
、
ナ
ノ
粒
子

を
用
い
て
細
胞
や
個
体
レ
ベ
ル

で
の
生
理
学
的
意
義
の
解
明
に

つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
は
ナ
ノ
粒
子
が
生
体
内

の
回
収
経
路
で
あ
る
リ
ン
パ
系

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
興
味

を
持
ち
、
サ
イ
ズ
の
異
な
る
ナ

ノ
粒
子
が
リ
ン
パ
節
内
で
ど
の

よ
う
な
分
布
を
示
す
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
実
験
で
は
ナ
ノ
粒
子

を
マ
ウ
ス
に
投
与
し
た
後
、
リ

ン
パ
管
か
ら
リ
ン
パ
節
に
移
行

し
た
粒
子
を
観
察
す
る
た
め
に
、

蛍
光
顕
微
鏡
で
の
組
織
学
的
観

察
や
三
次
元
撮
影
、
お
よ
び
分

布
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
自
己

開
発
コ
ー
ス
の
６
ヶ
月
と
い
う

短
い
期
間
で
は
実
験
が
う
ま
く

行
か
な
い
こ
と
や
想
定
外
の
結

果
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、
研
究

の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方

で
、
自
分
の
手
で
未
知
の
生
命

現
象
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
や
、
そ
の
面
白

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
大
変
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
自
己
開
発
コ
ー
ス
を
通

し
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
論
理

的
思
考
力
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
は
今
後
の
自
分
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
研
究
を
行
う
た
め
に

は
、
目
的
を
明
確
に
し
て
仮
説

を
立
て
、
そ
れ
を
一
つ
一
つ
検

証
し
、
そ
の
結
果
か
ら
さ
ら
な

る
仮
説
を
立
て
る
と
い
う
一
連

の
論
理
的
な
考
え
方
が
必
要
で

す
。
先
生
方
や
同
級
生
と
実
験

デ
ー
タ
や
仮
説
に
つ
い
て
議
論

を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な

思
考
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

機
会
を
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
、

自
然
と
論
理
的
思
考
を
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

ま
た
週
に
一
度
、
自
身
の
研
究

に
つ
い
て
進
捗
を
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会
を
作
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
研
究
概
要
か
ら

実
験
デ
ー
タ
に
関
し
て
、
研
究

室
の
先
生
方
に
わ
か
り
や
す
く

的
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
発

表
ス
ラ
イ
ド
や
喋
り
方
、
内
容

や
最
も
伝
え
た
い
こ
と
を
効
果

的
に
説
明
す
る
能
力
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
毎
週
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
自
身
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向

上
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ご
指
導
い
た
だ
い

た
器
官
解
剖
学
講
座
の
先
生
方

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

は
自
己
開
発
期
間
で
行
っ
た
研

究
を
ま
と
め
て
研
究
成
果
と
し

て
発
表
で
き
る
よ
う
研
究
活
動

に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、
自
己

開
発
コ
ー
ス
を
通
し
て
得
た
経

験
を
活
か
し
、
将
来
医
学
や
医

学
研
究
に
貢
献
で
き
る
医
師
に

な
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。
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先
日
、
東
邦
大
学
医
学
部
坂

井
謙
教
授
よ
り
、
松
山
豪
泰
教

授
︵
Ｓ
56
年
卒
︶
を
介
し
て
、

自
分
が
日
本
透
析
医
会
雑
誌

V
ol.35 N
o.3に
掲
載
し
た
故
中

元
覚
先
生
の
素
晴
ら
し
い
業
績

を
霜
仁
会
の
先
生
方
に
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
申
し
出
を

い
た
だ
き
、
日
本
透
析
医
会
に

も
転
載
す
る
許
可
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
以
下
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

︻
略
歴
︼

中
元
 
覚

︵
な
か
も
と
 
さ
と
る
︶

昭
和
２
年
11
月
１
日

山
口
県
玖
珂
郡
北
河
内
村
に
て

出
生

昭
和
26
年

山
口
県
立
医
学
専
門
学
校
卒
業

昭
和
26
年

福
岡
米
国
陸
軍
病
院
に
て
イ
ン

タ
ー
ン

昭
和
28
年

４
月
に
渡
米
、
ホ
ノ
ル
ル
の
ク

ア
キ
ニ
病
院
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

医
科
大
学
附
属
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
市
立
病
院
、
コ
ロ
ラ
ド
州
立

大
学
附
属
コ
ロ
ラ
ド
総
合
病
院

と
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
て
一
般
内
科
の
研
修

昭
和
34
年

コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学
よ
り
修
士

号
授
与

昭
和
34
年

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
人
工
内
臓
臓
器
部
長
コ
ル

フ
の
下
で
腎
臓
病
、
透
析
と
腎

移
植
の
研
究

昭
和
36
年

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
ス
タ
ッ
フ
医
師

昭
和
40
年

北
米
卒
業
後
医
学
研
修
委
員
会

か
ら
青
年
医
学
研
究
賞
を
、
腎

移
植
の
貢
献
に
対
し
て
受
賞

昭
和
42
年

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
腎
臓
内
科
透
析
部
長

平
成
２
年

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
定
年
退
職
し
名
誉
ス
タ
ッ

フ
へ
。
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
中
元
奨
学
金
が
設

立
さ
れ
る

コ
ル
フ
の
下
で
人
工
腎
臓
と
腎

移
植
の
研
究
。
特
に
コ
ル
フ
と

ス
ト
ラ
ッ
フ
ォ
ン
と
協
同
で
初

期
の
死
体
腎
移
植
に
貢
献
。
１

３
０
余
の
論
文
を
発
表
。

昭
和
62
年
ー
令
和
２
年

日
本
透
析
医
会
顧
問

去
る
２
０
２
０
年
５
月
５
日

に
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
の
地
で
、
中
元
覚
先
生

が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
追
悼
文

を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
私
は
そ

の
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
１

ド
ル
３
６
０
円
の
こ
ろ
、
太
平

洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
ま
だ
10
年

未
満
と
い
う
状
況
に
て
、
１
人

米
国
に
渡
り
、
透
析
医
療
と
腎

移
植
の
黎
明
に
尽
く
し
た
１
人

の
日
本
人
が
お
ら
れ
た
こ
と
を

終
生
に
残
し
て
お
く
べ
き
と
考

え
追
悼
の
文
章
を
贈
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
中
元
先
生
は

日
本
透
析
医
会
の
顧
問
と
し
て

も
、 ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
工
透
析
を
開
発
し
た
コ
ル

フ
先
生
︵
Dr W
illem
 J Kolff︶

に
つ
い
て
。
コ
ル
フ
先
生
は
１

９
３
８
年
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ

ン
大
学
を
卒
業
後
、
１
９
４
０

年
代
オ
ラ
ン
ダ
の
カ
ン
ペ
ン
市

民
病
院
に
お
ら
れ
た
当
時
、
患

者
の
母
親
に
こ
れ
以
上
の
治
療

は
な
く
、
ま
も
な
く
若
い
娘
さ

ん
は
尿
毒
症
で
死
亡
す
る
と
告

げ
る
の
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た

と
の
こ
と
。
こ
れ
が
原
動
力
と

な
り
コ
ル
フ
型
人
工
腎
臓
を
１

９
４
４
年
に
開
発
し
ま
し
た
。

末
期
腎
不
全
の
症
状
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
、
１
日
に
20

ｇ
の
尿
素
を
患
者
か
ら
除
去
で

き
る
装
置
︵
回
転
ド
ラ
ム
型
人

工
腎
臓
︶
を
発
明
し
た
の
は
有

名
で
す
。
カ
ン
ペ
ン
市
の
エ
ナ

メ
ル
工
場
の
技
師
の
Berk氏

の
援
助
を
受
け
て
作
成
さ
れ
ま

し
た
︵
図
１
、
２
︶
。
そ
の
功

績
を
以
て
米
国
に
渡
り
、
１
９

５
０
年
に
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
移
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
５
６
年
、
中
元
先
生
と

コ
ル
フ
先
生
の
生
涯
を
通
し
た

子
弟
関
係
が
始
ま
り
ま
し
た
。

中
元
覚
先
生
︵
山
口
大
学
卒
︶

は
、
１
９
５
１
年
に
在
日
米
軍

病
院
に
採
用
、
１
９
５
３
年
の

ホ
ノ
ル
ル
の
ク
ア
キ
ニ
病
院
を

皮
き
り
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
病
院
、
コ
ロ
ラ

ド
州
立
病
院
で
レ
ジ
デ
ン
ト
開

始
、
１
９
５
６
年
に
ク
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て
研

修
を
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
︵
図

３
︶
。
先
生
は
、
末
期
腎
不
全

患
者
が
透
析
治
療
だ
け
で
な
く
、

腎
移
植
で
も
同
様
に
命
が
助
か

る
日
が
来
る
の
は
あ
ま
り
遠
く

な
い
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

１
９
６
２
年
半
ば
の
あ
る
日
、

朝
の
回
診
後
。
慢
性
透
析
の
多

く
の
患
者
は
死
亡
し
て
い
る
現

状
で
腎
移
植
を
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
考
え
て

は
ど
う
か
と
コ
ル
フ
先
生
に
こ

わ
ご
わ
提
言
し
ま
し
た
。
人
工

臓
器
の
産
み
の
親
と
い
わ
れ
た

コ
ル
フ
先
生
か
ら
は
、
腎
移
植

の
提
案
に
は
反
対
さ
れ
る
と
思

っ
て
い
た
が
、
逆
に
大
い
に
賛

成
だ
と
い
っ
た
の
で
驚
く
と
と

も
に
大
変
嬉
し
か
っ
た
と
記
述

し
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
１
９
５
４
年
に
は
、

米
国
Peter Bent Brigham

H
ospitalで
の
一
卵
性
双
生
児

間
の
腎
移
植
︵
泌
尿
器
科
医

M
urray, 腎
臓
内
科
医
M
errill

に
よ
る
︶
が
成
功
し
て
い
ま
し

た
。
腎
移
植
の
開
祖
メ
リ
ル
先

生
︵
D
r.John M
errill︶
と
も

コ
ル
フ
先
生
は
長
年
の
友
達
で

あ
り
、
す
ぐ
に
メ
リ
ル
先
生
の

も
と
へ
腎
移
植
の
研
修
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
６
２
年
11

月
に
は
、
中
元
先
生
が
リ
ー
ダ

ー
と
な
り
、
腎
移
植
チ
ー
ム
が

ク
リ
ニ
ッ
ク
内
に
結
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
９
６
９
年
に
は

N
IH
の
腎
移
植
登
録
の
委
員
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
34
歳

で
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
フ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
昇
格

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
６
０
年

代
初
頭
の
米
国
の
献
腎
移
植
は

移
植
腎
が
機
能
す
る
ま
で
、
透

析
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
い
こ
と
が

多
く
、
中
元
先
生
は
移
植
後
無

尿
期
の
管
理
と
し
て
む
し
ろ
透

析
を
行
い
、
腎
機
能
回
復
を
図

り
ま
し
た
。
こ
の
功
績
を
、
の

ち
に
ユ
タ
大
学
に
移
ら
れ
た
コ

ル
フ
先
生
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
時
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
で

の
研
修
医
の
こ
ろ
、
中
元
先
生

は
人
工
腎
臓
の
動
物
実
験
と
、

臨
床
治
療
に
明
け
暮
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
限
外
濾
過
︵
透
析

液
へ
の
高
張
糖
液
負
荷
vs血
液

回
路
に
ス
ク
リ
ュ
ー
ク
ラ
ン
プ

を
か
け
て
の
圧
濾
過
︶
の
研
究

で
、
の
ち
に
修
士
認
定
を
１
９

５
９
年
に
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
１
９
６
０
年
に
は
シ
ア
ト

ル
に
研
修
に
で
て
、
ス
ク
リ
ブ

ナ
ー
先
生
 Dr Belding Scrib-

ner︶ の
下
、 A
V fistulaを
勉
強

に
い
か
れ
ま
し
た
。
当
時
ス
ク

リ
ブ
ナ
ー
先
生
は
シ
ア
ト
ル
の

ボ
ー
イ
ン
グ
の
工
場
に
勤
務
し

て
い
た
Q
uinton氏
の
協
力
に

て
、
細
い
テ
フ
ロ
ン
管
が
、
飛

行
機
の
ガ
ソ
リ
ン
液
体
移
送
に

最
適
と
の
意
見
を
受
け
、
テ
フ

ロ
ン
管
に
お
け
る
外
シ
ャ
ン
ト

を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

話
は
日
本
の
若
い
医
師
の
参
考

に
な
る
と
思
う
と
中
元
先
生
は

述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
中
元

先
生
の
も
と
に
は
、
柴
垣
昌
功

先
生
︵
ご
子
息
は
聖
マ
リ
ア
ン

ナ
医
大
教
授
の
柴
垣
有
吾
先
生
︶

中
元
 
覚
先
生
追
悼
 
転
載
記
事

ご

逝

去

を

悼

む



私
は
、 山
口
大
学
を
卒
業
後
、

徳
山
中
央
病
院
で
２
年
間
初
期

臨
床
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
が
徳
山
中
央
病
院

を
初
期
臨
床
研
修
先
に
選
択
し

た
理
由
は
２
点
あ
り
ま
す
。
ま

ず
１
点
目
は
、
救
急
診
療
で
多

く
の
症
例
を
経
験
で
き
る
病
院

で
あ
る
こ
と
で
す
。
上
級
医
の

先
生
方
の
ご
指
導
の
も
と
２
年

間
で
非
常
に
成
長
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
徳
山
中
央
病
院

は
診
療
科
が
多
く
揃
っ
て
い
る

病
院
で
あ
る
こ
と
で
す
。
学
生

時
代
に
ま
だ
志
望
科
を
決
定
し

て
い
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、

研
修
医
と
し
て
そ
の
診
療
科
で

の
診
療
に
実
際
に
携
わ
る
こ
と

で
、
よ
り
現
実
味
を
持
っ
て
自

分
の
進
路
を
考
え
、
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
間
の
う
ち
、
１
年
目
は

内
科
や
外
科
な
ど
の
必
修
科
を

ロ
ー
テ
ー
ト
し
、
２
年
目
は
眼

科
を
主
に
ロ
ー
テ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
年
目
に

は
山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院

の
眼
科
に
も
２
ヶ
月
間
た
す
き

掛
け
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
山
口
大
学
医
学

部
眼
科
に
入
局
し
、
大
学
病
院

で
臨
床
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り

ま
す
。
山
口
県
の
眼
科
医
療
に

貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

徳
山
中
央
病
院

https://tokuyam
a.jcho.

go.jp
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を
始
め
、
能
勢
雪
彦
先
生
、
尾

前
照
雄
先
生
、
八
木
繁
先
生
な

ど
数
多
く
の
先
生
が
留
学
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

透
析
医
療
と
腎
移
植
は
そ
の

黎
明
期
を
同
時
期
と
し
て
お
り
、

末
期
腎
不
全
の
患
者
を
救
い
た

い
思
い
で
中
元
先
生
は
米
国
で

生
涯
を
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た

︵
図
４
︶ 。 ご
長
男
の
D
ean氏
、

お
孫
さ
ん
の
K
ent氏
︵
オ
ハ
イ

オ
州
立
大
学
医
学
部
生
︶
の
お

二
人
と
も
医
師
と
し
て
の
道
を

歩
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
前
の
ご
貢
献
に
感
謝
し
て
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

１
︶
Satoru N
akam
oto：
Re-

flections on m
y lifetim
e

teacher : D
r.W
illem
 J.

K
olff. A
rtificial O
rgans

2018 ; 42(2) : 115-126.

２
︶
中
元
 
覚
：
ア
メ
リ
カ
で

透
析
と
腎
移
植
に
生
涯
を

捧
ぐ
。
東
京
：
日
本
医
学

出
版
、
２
０
０
５
。

＊
写
真
資
料
は
著
者
ら
が
、
中

元
先
生
と
の
交
流
を
基
に
し

て
、
後
世
に
残
す
べ
き
も
の

と
し
て
頂
い
た
も
の
で
す
。

︵
日
本
透
析
医
会
理
事
 
酒
井

謙
、
元
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
 
鑓
水
史
朗
︶

図２

図１ 回転ドラム式人工腎臓
図２ コルフ先生は自費で裁縫器を購

入し、セロファン透析膜を作成
（クリーブランド・クリニック）

図３ Dr.コルフと中元覚先生、クリ
ーブランド・クリニックにて

図４ コルフ先生と中元覚先生ご夫妻

図１

図４ 図３

初
期
臨
床
研
修
を
終
え
て

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
 
眼
科
学
講
座

青
 
木
 
 
 
連

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス



私
は
山
口
大
学
を
卒
業
後
、

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

の
初
期
臨
床
研
修
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
産
婦
人

科
へ
の
入
局
を
決
定
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
小
児
科
・
産
婦

人
科
 ・ 周
産
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

約
９
ヶ
月
を
山
口
大
学
産
婦
人

科
で
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
病
院
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

重
症
疾
患
に
出
会
う
機
会
が
多

い
の
で
す
が
、
指
導
医
の
先
生

の
も
と
、
産
科
・
婦
人
科
と
も

多
く
の
症
例
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
産
科
領

域
は
、
母
と
胎
児
を
診
療
す
る

と
い
う
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、

諸
先
生
方
に
熱
心
に
ご
指
導
い

た
だ
き
、
９
ヶ
月
で
学
ん
だ
こ

と
は
今
で
も
産
婦
人
科
で
診
療

す
る
上
で
の
基
盤
と
な
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
た
す
き
掛
け
研
修

と
し
て
徳
山
中
央
病
院
で
も
研

修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
救
急
外
来
で
は
軽
症
か
ら

重
症
な
疾
患
ま
で
、
自
分
で
診

断
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
治
療

を
行
う
と
い
う
経
験
は
、
最
初

は
と
て
も
不
安
を
感
じ
ま
し
た

が
、 同
時
に
と
て
も
刺
激
的
で
、

私
に
と
っ
て
成
長
で
き
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の

同
期
に
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

彼
ら
と
切
磋
琢
磨
で
き
た
こ
と

も
自
分
の
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
山
口
大
学
産
婦

人
科
で
診
療
助
教
と
し
て
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

山
口
県
の
産
婦
人
科
医
療
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
精
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳
山
中
央
病
院

https://tokuyam
a.jcho.

go.jp

卒
後
臨
床
研
修
体
験
談

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
 
産
科
婦
人
科
学
講
座

松
 
井
 
風
 
香
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２０２１年 霜仁会年会費
自動引落のお知らせ
年会費：１０,０００円
自動引落予定日：２０２１年５月２６日

自動引落のお申込みは霜仁会事務局まで
ご連絡下さい。（0836－22－2029）

どうぞよろしくお願いいたします。

令和２年度４年生 白衣着衣式（令和２年１２月１８日 於新病棟オーディトリアム）記事はP3に掲載

石
田
益
偉
先
生
︵
昭
37
年
卒
︶

令
和
元
年
12
月
22
日
逝
去

小
林
淑
子
先
生
︵
昭
48
年
卒
︶

令
和
２
年
６
月
逝
去

原
 
紀
正
先
生
︵
昭
50
年
卒
︶

令
和
２
年
８
月
12
日
逝
去

清
家
清
一
先
生
︵
昭
34
年
卒
︶

令
和
２
年
11
月
18
日
逝
去

中
山
英
男
先
生
︵
昭
25
年
卒
︶

令
和
２
年
11
月
30
日
逝
去

内
倉
洋
三
先
生
︵
昭
40
年
卒
︶

令
和
２
年
12
月
22
日
逝
去

藤
山
哲
男
先
生
︵
昭
45
年
卒
︶

令
和
３
年
１
月
11
日
逝
去

張
替
直
基
先
生
︵
平
６
年
卒
︶

令
和
３
年
１
月
29
日
逝
去

石
原
弘
三
先
生
︵
昭
41
年
卒
︶

令
和
３
年
２
月
５
日
逝
去

森
信
謙
一
先
生
︵
平
元
年
卒
︶

令
和
３
年
２
月
９
日
逝
去

吉
永
孝
富
先
生
︵
昭
25
年
卒
︶

令
和
３
年
２
月
12
日
逝
去

伊
藤
輝
夫
先
生
︵
昭
34
年
卒
︶

令
和
３
年
２
月
24
日
逝
去

木
畑
和
正
先
生
︵
昭
52
年
卒
︶

令
和
３
年
３
月
１
日
逝
去

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
霜
仁
会

関
連
行
事
が
中
止
と
な
り
、
掲

載
記
事
が
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
号
で
は
岡
田
先
生
の
論

文
が
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲

載
さ
れ
た
と
い
う
嬉
し
い
便
り

や
故
中
元
先
生
の
偉
大
な
業
績

な
ど
多
く
の
記
事
を
ご
寄
稿
頂

き
喜
ん
で
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

で
局
面
が
変
わ
り
、
更
に
多
く

の
霜
仁
会
活
動
記
事
を
ご
紹
介

で
き
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

︵
田
尾
 
健
︶

編
集
後
記

訃
 
報

＊２０２１年＊

霜仁会総会のお知らせ
日時：2021年５月16日（日）

総 会 14時より
場所：ANAクラウンプラザホテル宇部

３階
山口県宇部市相生８―１
ＴＥＬ（０８３６）３２―１１１２

※今回はコロナ禍のため、山口県内
の代議員の方に出席依頼をし、他
の代議員の方には委任状でお願い
する縮小した総会で開催すること
になりました。ご了承ください。

霜仁会総会のお知らせ


